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東京農業大学 国際食農科学科 食農文化・政策研究室  

東京農業大学 総合研究所研究会 バイオビジネス部会 

 

学生と産地で取り組む復興をこえた成長の仕組み作り  

「農大会津プロジェクト トライアル」4月スタート 

 
 向暑の候、皆様におかれましてはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚くお礼申し上げます。 

  

この度、東京農業大学国際食農科学科及び総合研究所研究会バイオビジネス部会は、「農大会津プロジェク

ト」のトライアル事業を4月から開始いたしました。2017年4月に“日本の「食」と「農」を継承し世界に発信

していく新領域”として新設された国際食農科学科には、食の文化と農の未来を創るコーディネーターを育成す

る目的が掲げられています。生産から流通、販売・消費までを一貫して学ぶということは、農業に関係した地域

産業そのものを学ぶことに他なりません。未だ風評被害が払拭されていない福島県会津地方で、地域と共に商品

開発を行い、その過程を積極的に内外に発信することは、支援に頼る「復興」ではなく、学生と産地が一体とな

って取組む「成長」の仕組み作りにつながっていくはずです。 

 2019年はトライアル年度と位置付け、学生や学科、そして産地側・共同事業社の動きや活動内容も含めて検

証を行います。賛同企業に対しては企業訪問やアンケート等を行い、需要調査を実施しながら、商品開発に活か

します。将来的にはその販売益で、活動経費を賄っていく予定です。 

 

東京農業大学 国際食農科学科 食農文化・政策研究室について 

----------------------- 

日本を中心に世界中の多様な地域が伝統的に育んできた食農文化を、人文・社会科学の幅広い学問領域から

研究する。具体的には、多様な食農文化の変遷を歴史学の視点から理解し、その発展および継承を担ってきた農

村などのコミュニティを社会学の視点から捉え、それらに関わるステークホルダーの行動を経済学の視点からの

解明についてフィールドワークを中心に研究する。そしてこれからの食農文化の創造をコーディネートするのに

必要な政策や法制度、食品流通・マーケティングなど、食農経済全般にかかわる研究を進めていく。 

 

農大会津プロジェクトについて 

----------------------- 

2017年から、福島県米穀肥料協同組合が、食農科学科の一学年生にむけて、パナソニックキッチンアプライ

アンス事業部や福島県と共同で必修科目の演習「米概論」を実施してきた。最初の履修生が三学年に進学するに

あたり、食農科学科が掲げるコンセプトに基づき、より実践的な学習体験ができないかという大学側からの提案

と、風評払拭活動から脱却し通常業務を展開したい産地側の要望により立ち上がったプロジェクト。学生を産地

側で受け入れ、会津地方というフィールドの中で、ワークショップを重ねながら商品を開発・販売し決済まで行

うことで、双方の目的に合致した効果を達成することを目的とする。 

 

【本件に関する問合せ先】 

東京農業大学 国際食農科学科 食農文化・政策研究室  

担当 : 大久保 研治  〒156-8502 東京都世田谷区桜丘1-1-1 

  電話番号：03-5477-2722  kuboken@nodai.ac.jp  

東京農業大学 総合研究所研究会 バイオビジネス部会 

担当：猪俣 優樹 〒969-6543 福島県河沼郡会津坂下町字市中二番甲3590番地 

電話番号：0242-83-2246 y-inomata@co1091.com 
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